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４ 論文の概要 
 本論文は、日本のジャーナリストであり、また中国研究者であった橘樸(1881 年-1945 年)を対
象にしている。橘は中国にわたってから後、情熱を込めて中国革命の動向を観察し、大量の評論
を発表していくこととなった。このころの橘、満州事変の前までの橘は、中国における中産階級
の成熟に期待をかけ、中産階級が主導する革命に期待を懐いていた。それが中国の革命と進歩を
先導して行くものと考えたのである。だが、後に中国革命の進展が頓挫して行くと、彼はより深
く中国を研究しようと、道教研究にものめり込んだりもした。しかし 1931 年に満州事変が起こ
ると、橘はいわゆる「方向転換」を為した。石原莞爾との出逢いの後、満州国創設を支持し、さ
らに積極的に満州国のイデオローグとなり、東洋改造論、世界改造論などの論を展開していった
のである。 
本論文は、橘に対する従来の「ファシスト」であるとか、「農本主義者」であるとか、そのよ
うなこれまでのレッテルをひきはがし、彼の思想の潜在的部分の展開過程に重点を置くこととな
った。そのポイントを説明すると、三点あげられる。まず、橘の若き日の思想背景として、大正
生命思想と呼ばれる思潮の影響が強く、それが後の彼の思想展開に深く響いている、ということ
である。大正生命思想とは、明治国家が制度化し、秩序が一定程度完成した後、若者たちの秩序
への反抗の気分を救いとった思潮として定義できよう。本論文は、この思潮のあり様について、
夏目漱石の『三四郎』を例にするなど、文学作品からのアプローチも試みている。さらにこの思
潮の紹介に加えて本論文が重視したのは、彼の人生経験である。特に橘の療養経験と女性経験が
橘を変えた契機にスポットをあてている。これも従来、ほとんど顧みられていなかった側面であ
る。そしてもう一つとして、橘の文学体験に関する考察である。これも橘の独特な人生観に反映
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し、また後の思想行動に繋がっているものと考えられる。この際に筆者、趙東旭氏は、療養体験
を経て、橘本人が評論ではなく、小説風のエッセイ「垣間見の記」などを執筆していることなど
にも注目している。 
                       
５ 論文の特質 
 本論文は、以上の「論文の概要」で触れたようなルートで、最終的に橘が「方向転換」を為し
た原因を究明しようとした。すなわち、大正生命思想の影響、彼の人生経験における転換、そし
て文学体験を含んだところでの、橘の思想と行動を規定した経験にかかわる解明である。いずれ
も、これらの側面は、橘研究においてほとんど取り上げられてこなかった論点である。その上
で、橘の「方向転換」の原点に関し、これまで考察されていなかった独自の見解が出された。す
なわち橘は、政治(主体)のあり様を重視するのではなく、むしろ社会過程に深く入ったがため
に、政治主体としての中国ナショナリズムの要素を軽視することとなった、ということである。
ちなみに、このことは橘の孫文評価にも現れている、と本論では指摘されている。橘は、孫文の
「大アジア主義」演説を中身の乏しいものと感じたようだが、実は孫文の演説の主眼は日本との
間の不平等条約を取り除くという、ナショナルな要求にあったのだが、それを橘は見落としてい
る、と趙東旭氏は分析している。 
いずれにせよ、橘は上記の「方向転換」の際に、統治主体が中国の政権ではなく、満州国であ
ったとしても、そこに住む農民の社会状態が改善されればそれでよいのだ――このような思想と
行動に走ってしまったのだ。こういった見解から導かれることとして、橘の中国社会における思
想研究において、なぜ儒教を重視せず、むしろ道教を重視したか、という問題も論文の一つの成
果として自ずと分かって来るのである。 
 
６ 論文の評価 
 以上、本論文をまとめると、大正生命思想としてカテゴライズされる思潮の影響も含んで、橘
の思想と行動の素地を明らかにし、橘の「方向転換」の原因を説明しようと試みたわけだが、当
然のこと、それだけで全てが説明できるわけではない。にもかかわらず、こういったアプローチ
は先行研究にはないものであり、十分に評価できるのではないかと思われる。また、本論文は、
先に述べたように、橘の人生経験の部分での掘り下げが多く為されており、これは日本における
橘樸研究に関してけっして少なくない貢献を与えたものと評価できる。 
さらに、筆者、趙東旭氏は、中国出身であり、この知見を中国の学術界に反映することも今後
可能になる、と私は考える。というのも、中国における橘研究を見たところ、趙氏が為したよう
な突っ込んだ思想史的なアプローチに立った考察というものが、まず見られないものであるから
だ。この点でも本論文は、もし中国語に翻訳が為されるならば、日中にまたがるところで、貢献
が極めて高い論文となる、と考えられる。そして最後に触れたいのは、本論は、橘樸の達成につ
いて、政治的な判断については、上記の通り批判的に考察しているわけであるが、橘が中国社会
を情熱的に観察し、そして社会改良(特に農村社会の改良)を展望した点に高い評価を与えてい
る。このような橘に対する評価に関連して、趙東旭氏は、今後の中国社会のあり様を考察し、社
会改良を企図する上でも貴重な遺産である、としている。このような橘評価のあり様を示した点
においても、本論文の功績は高いものと認定できる。中国は現在、中国共産党のイニシアティブ
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にあって統治されているが、人口の流動性が高く、格差社会が大きく進展しており、農村の疲弊
も指摘されている。そういった状況がある中で、橘の中国社会分析には取るべき点があるとする
趙氏の主張には、一つの可能性があるものと認めることができる。          
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は、教養デザイン研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたもの
であり、本学学位規程の手続きに従い、審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格した
ので、博士（学術）の学位を授与するに値するものと判定する。 
以 上 
